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表紙の解説

「医とヒ'オトープと立川市街地J (照影 鈴木 -Tf)

国営昭和記念公国 ïËみどり文化センタ一度仁の「浮遊の定J より立川の市街地を閉じn

人工池染上のピ /f トープ会がらメタカやアメン"てなどの段々な生き物が生息してハう 。
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都市公園と生物多様性の基本は fホタル」
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1 .はじめに

公園とは、公衆が憩いまたは遊びを

楽しむために公開された場所(区域)、

従って公共性の高い団体・組織によっ

て供され運営されることが多い。中略。

元々の自然状態を保つことが優先され

る場合もある(フリー百科辞典ウィキ

ペディアより)。現代社会では、物質的

な豊かさを追い求めた結果自然破壊を

引き起こし、長期に及ぶ景気低迷など

生活のゆとり喪失により、ストレス社

会が深刻化している。このような状況

の中、人々は癒し空間を求め必要とし

ているのではないだろうか。都市公園

でも本来、日本の面影、原風景でもあ

る「ホタルj を再現させ、癒し空間を

創生することが必要と思われる。ホタ

ルが生息出来る環境下は、湿生環境に

生息する多くの動植物に適している。

更に、ホタルが生息している水・土・

石は、災害時で‘の非常用飲料水、また

写真 1 月に祈るホタル
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阿部宣男
(板橋区ホタル飼育施設)

は非常用飲料水を作る高い源過機能を I (1)板橋区ホタル飼育施設のあゆみ

もった搭過材となる。実際に新潟県中 1989年旧温室植物園冷房室にて、ホ

越地震では、滞、過材として活躍した実 | タルの飼育をスタートさせた。ゲンジ

績を持つ。板橋区ホタル飼育施設では、| ボタルは著者の母の故郷、福島県双葉

全国101カ所でホタル再生を行い、失敗

例は無い。自然河川、公園内てeの人工

水路、神社仏間、学校、企業、個人宅

全てを網羅出来る技術があり、平成19

年に「ホタルの累代飼育システム及び

方法」で特許を取得した 1)。

ホタルから放たれる光は、人々の心

を癒し、自然への回帰を促す重要な役

割を担うだろう。ホタ jレの光から生ま

れる感動、感激、そして自然への感謝

の心を育む環境を、より多く再生して

いくことが必要だと考えている。

2. 板橋区
ホタル飼育施設とは

郡大熊町熊川から頂いた300個の卵か

ら、へイケボタルは、栃木県栗山村

(1みどりと文化交流J) から頂いた700

個の卵からスタートさせた。飼育は順

調にいっていたが、 1992年に、温室植

物園が閉館となり、同年、学童保育所

であった現在の地へ移動した。そこで、

ホタルの生息環境、水・土・共生生物

まで総合的に考えた独自の飼育方式が

誕生した。

(2) 実績

100台以上の水槽で土の組み合わせ

実験を行い、試行錯誤の結果、ホタル

の生育に適した生態環境を閉鎖空間に

模擬した生態水槽を完成させた(写真

板橋区ホタル飼育施設とは、板橋区 I 4) 。これは、ホタルやカワニナ、魚や

高島平にあり、区で運営している施設|バクテリア類が自然繁殖するミニ生態

である。今年て" 21世代目のホタルを | 系が形成され、独自の飼育方式の基礎

迎え、「真実こそホタル~自然そして

ホタルとの共生~J をテーマに掲げ、

幅広い活動を行っている。

となっている。さらにスケールアップ

写真 2 施設内にある「せせらぎ空間J I 写真 3 せせらま内で乱舞するゲンジボタル



管理・運営

写真 4 ホタル生態水槽

‘ 
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した「せせらぎJ(図 1 )を創生し、様々

な場所で応用できる技術を確立した 110

この技術を用いて、 101カ所のホタル

を再生させ、昨年ではこの技術が日本

を飛び出し、韓国にまで及んだ。また、

自然環境の悪化を防ぐ漉過材としての

機能を持つ用土を開発し(写真 5 )、室

内外を問わずホタ/レ復-活やビオトープ

の制作に利用されている。この用土は、

高い緩衝能と活性炭以上の吸着力(有

害物質を吸着)をもち、ミネラ/レの保有

性が高くなるように開発されている。

非常時には、非常用飲料水の渡過材と

しても応用できる。

(3) 板橋区ホタル飼育施設の役割

当施設では全国23カ所のホタルをは

じめカワニナなどの生体を預かり保護

しており、環境変化による絶滅を回避

する大きな役目を担っている。施設の

ゲンジボタルの故郷、熊川では護岸工

事によりゲンジボタルが消滅したため、

板橋区ホタル飼育施設にて大切に保存

されている。再び、ホタ jレ復活を顕い

環境を取り戻したなら、いつでもホタ

ルの光を灯せるように保護している。

施設には年間300(牛を超える相談が

寄せられ、ホタノレ自生地における調査

に赴くこともある。ホタル復活の要望

があり調査の結果、可能であればホタ

/ 
\、ー〆
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図 1 屋内空間「せせら ~'J

写真 5 開発した用土

左-蛍殖土，右 . 多機能バイオ用土

3. ホタルとは

ホタルとは、世界では約2 ， 000種、日

写真 6 施設の屋内のせせらぎ

で咲いたクマガイソウ

ル復、活と再生をおこなう。その他、ク |本では約44種 2 亜種いる。古来から、 (La}}z�yridae Luciola cruciata) は、青

マガイソウ(写真 6 )や在来のマ/レハナ i 人々に親しまれ代表的なものには、ゲ | 森から九州、|の河}II (流水域)に分布し、

パチ類')などの希少植物の保護にも力 | ンジボタル(日本固有種)とへイケボ | 体ー長は脱が約15mrn，雌が約20 llJmである。

を入れている。 I タ lレがあげられる。ゲンジボタル i 卵の数は、 500~1 ， OOO個で、大きさは

83 
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図 2 ホタルの一生
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1\ ー ♂ )
直径0.5mm である。へイケボタル

(Lam�yridae Lu穉la lateralis) は、韓

タルが踊になるためには、柔らかい土

が必要であり、栄養に富み、微生物に

ランド化等、水辺空間の住民解放や利

用促進を中心に組み立てられていた。

それらの中には、河川を埋め立てて整

備したものや、堤防内にある施設を堤

防外に持ち込んだもの、整備後より整

備前の方が親水性に富んでいるものな

ど、疑問を感じさせるものも少なくは

なかった。親水整備では、最初に水辺

の「景観J 整備が中心課題となるため、

規格化された環境護岸など水辺の個性

を無視した画一的な整備が目立ってい

た。しかし、近年では、街並と一体と

なった í. .. らしさ」の景観演出が追求

され初め、親水性とともにその水辺の

もつ個性的な美観が重視されるように

国や中国の一部にも生息しているが、 | よる分解活動も盛んで、適度な湿り気 ! なってきた。さらに当施設では、水辺

日本では沖縄を除く北海道から九州の | を保ちながら水はけもよいのが最適な | 環境における「環境」の中に、ホタル

河川や水田に分布し、体長は雄が約10 I 土壌である。表 l には、ホタルが生息 | を含んだ多様な生態系を取り込めない

m、雌が約12mmである。卵の数は50~ I する水質の指標が示してあり、弱アル | か、と考えている。実際に、写真 7 ・ 8

100個で、大きさは直径0 . 6m田で、ある。

近年では全国的に自然繁殖のホタルの

数は年々減少し、関東近辺は、なかな

か姿は見る事が出来なくなった。その

原因はホタルの生息に必要な豊かな土

壌と水、そして植物が揃った環境が減

少してきている事にある。

卵から僻化した幼虫は水に入り、巻

貝(カワニナ)を餌とする。約 9 ~10カ

月の水中生活を経て、土に潜り土繭を

作る。土繭の中で踊になり、約40 日間

過ごし、羽化し約 7 ~10日間成虫とし

カリ性でミネラルが豊富な水質となっ

ている。

4 . 都市公園の環境と
ホタル再生

都市公園をはじめ地方においても、

水辺の環境整備事例が、着実に増えて

きている。水辺の再生は、全国自治体

まちづくりの共通の言葉になっている。

国レベルでも、一級河川!の全川で「河

川環境管理基本計画J の策定を初め、

ふるさと川モデル事業等、河川環境整

て過ごす(図 2 参照)。ホタルが産卵す |備事業の展開が始まっている。ひと昔

るには、水辺に苔や植物があること、 |前には、「治水か環境かJ といった議論

幼虫期には餌となる大小さまざまな巻| がされていた。水辺環境の「環境j 概

貝がいることが必要である。また、ホ |念も、初期には親水整備や河川敷のグ

A 

表 1 ホ タ ル生態系に主要な水質指標

写真 8 ホタル生息ゾーン完成(制作日数 2 日 )

NO勾 NO, NH" + 。、 CO, Gl-I KH COD BOD Pl-I Tell1p 
検査項目 E硝Eま 硝酸塩 アンモニア 溶存crl'索 i容存二酸(じ *-t硬度 炭酸境破度 化学的援素 生物的酵素 水温

アンモニウム 炭素 要求量 要求量

単位 Il1g/ Q I mg/ Q Il1g/ Q I Il1g/ Q Il1g/ Q ー d l-l 'dH ppll1 ppm 。C

l- 7~水温に

。~O.02 。~50 応じて 3.-....5 3.-....9 2~5 日 ~2 。 ~2 ﾎ.5-S.2 6 -24 

飽和状態

84 
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写真 9 山形県酒田市一級河川「小牧)1 1J 
改修前。県内で 3 年連続ワースト 3

位に入った河川

は、埼玉県朝霞市にある「滝の根公園」

内にある水路をホタルが生息できるよ

うに改修した。

写真 9 .10の事例は、山形県酒田市の

一級河川「小牧} IIJ である。河川の一

部に様々動植物の生息ゾーンを作成し、

自然体に寝過する事によりホタノレの自

生を可能とし、 さらに川自体の水質浄

化にも役立つている。 この生き物生息

ゾーンの隣には公園があり、地域住民

の環境教育や憩いの場となり、自然と

人が一体となれる空間になっている。

この様に、水辺を自然と調和させ、人々

の関心を水辺に向かわした実績は重要

である。「親水」によって水辺の価値が

見直され、 まちづくりの軸として展開

していく良い例といえるだろう。

その他、代表的なものには京都の字

治植物公園や北海道音更町の公圏内な

どがある。 これからは生態系を重視し

た自然一体型の、水辺環境整備「ホタ

ル生息空間の確保j の実現が望ましし〉。

5. 今後の提案

(1)都市公園のピオトーブを

ホタルが棲めるビオトーブへ

「ビオ卜ープ(独Biotop) J とは、生態

学事典(築地書館)によると「特定の生

物群集が生存できるような 、 特定の環

境条件を備えた均質な、ある限られた

地域J と定義されている。 ビオトープ

写真 10 山形県酒田市一級河川「小牧)IIJ

改修後。平成 18年 7 月に著者が現地

に赴き、直接施工。自然体に濃過し、

ホタル生息地へと水を流し、河川|の

水質改善にもなっている。施工後、毎

年ゲンジボタルカ、・羽化し、世代交代

している 。

を基本単位とし、地域全体の生態系の

再生を目標として掲げる新しい環境保

護政策が必要であると考える。

①生物多様性の視点から、学術的に

貴重で、減少が著しい希少な動植物は

もちろん、普遍的で身近に自然分布し

ている野生生物をも、地域の生態系に

そって、保護の対象とする。

②地域開発と生態系維持の視点から、

既存の生物空間の保全を中心に、多様

な野生生物の再生が可能な環境の改善

や開発事業と連動し、土地確保を図り

ながら、自然環境の復元・創造に取り

組む。地域住民にネットワーク参加を

願うなど官民一体となって生態系を維

持する。都会ではホタルを特に灯り問

題に考慮し保護する。

(2) ホタル水路は地球温暖侶防止と

二酸化炭素の吸着に効果

CO, (二酸化炭素)は植物が吸収する

事は誰でも知っているが、水にも溶け

やすい。水に溶けたCO，は水草等に吸

収され、酸素を放出し 、 様々な動植物

に還元される。 日本の原風景である小

川や河川など、 ホタ/レが誘う水辺環境

はCO，削減に有効である。当然ヒート

アイランド防止にもなる。ホタ/レが生

患出来る環境を都市公園で一つでも多

管理・運営

く実現できれば、 CO，の削減になる。ゲ

ンジボタルやへイケボタ/レの生息環境

は、 清い豊かな水があり、栄養豊富で

活性化された土が存在する。 その土は

植物(全ての動植物にも当てはまる)に

必要な栄養素を担っており、 これらが

上手にリンクし、 ホタノレや様々な動植

物の繁栄し棲める環境となる。同時に

循環型の水路であっても周りの温熱環

境は改善される。

(3) ホタルから生まれた様々な技術と

応用

①ホタルが生息している水辺環境に

は、殆ど病原性大腸菌群は生息してい

ない。研究の結果、 日本の大地には銀

が多く含まれており、湧水として地上

に出てくる時は銀によって殺菌されて

いることがわかった。 この自然の謂過

システムを応用して、 ナノ銀3)担持技

術を確立した。 ナノ銀を石及び土等に

担持する事により、未知の微生物やウ

イノレスの除去にも対応でき、外来生物

でもあるコモチカワツボり等の駆除も

可能となった。今後は、船舶のパラス

ト水などにも活用できるだろう。

②バーチャルホ タルイ jレミネ ーシ ョ

ンシステム 5) の開発。 ホタルの雌雄に

おける、光の色相や発光パターンを解

析データ化し、 LEDで再現した。本物

のホタルにより近づけることにより、

癒し効果が生まれ、福祉空間創造への

応用が充分期待できる。

③目の見えない方々にホタルの光を

音に変換する技術 6)を確立し、全ての

方々にホタルを知ってもらう。

④在来種マルハナパチを計画的に増

やす技術7) も、 ホタル飼育のノウハウ

からきている。通常、 自然界のマノレハ

ナパチ女王は交尾後 7~9 カ月間越冬

するが、 この越冬を人工的に僅か数日

で終わらせることができる。現在、石

85 
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川県能登町ではこの技術を利用し、作

物の授粉用マルハナパチを増殖し(在

来種)、農業に活用している。

6. おわりに

ホタ/レの光には、求愛光・刺激光・

威嚇光がある。風や空気振動を受けた

時に反射的に光るのが刺激光。蜘妹、の

巣に捕まった時や、仲間に危険を知ら

せる時に放つ威嚇光。そして、最も美

しい雄が雌にアピールする光とそれに

答える雌の光、求愛光がある。求愛光

は l/f のゆらぎがあり、人間の脳に働

きかけ α 波で満たし、リラックスさせ

癒し効果を生む。しかし、他の場所で

取られ、持ち込まれたホタ jレの光は、

混乱しパニックを起し威嚇光に近いも

のとなり、ゆらぎが存在しない。この

光を見ると、逆に、人間の脳波はβ波

に満たされ、錯覚や興奮を誘発する。

本物の癒しの光は、ホタルの育つ環境

下で自生させることによってうまれる

のである九

一年かけて成長したホタルは、成虫

となり私たちの目にふれるのは、たっ

たの 7 ~10日間である。ホタ jレを自生

させるという事は、ホタルの命を一年

間育てることのできる豊かな自然があ

るといえる。そして、多くの生き物が

関わり、さらなる豊かな自然をはぐく

んでいる。例えば、ホタルが生息して

いる箇所では、在来種のマルハナパチ

No.189 Jul. '10 

をよくみかける。

現在、ホタルは自然界においても生

息数が激減しており、その優雅な光の

舞を見せる事が大変少なくなった。ホ

タルを守るために大切な事は、もう一

度ホタルが沢山いたときの環境に近づ

けることではないだろうか。都市公園

内の小}II などにもホタルが棲みつき 自

然に繁殖していくことが技術的に実現

可能であり、そういった場所が出来て

初めてホタルが復活したといえると思

う。一度壊された自然環境を取り戻す

のは大変難しいが、都市公園でホタル

再生を行い、生物多様性について一人

一人が自覚し、理解してもらえること

を願うものである。

鑑軍司'
1 )特許第3902476号

発明の名称 「ホタル累代飼育システム

及び方法j

特許取得年月日 平成19年 1 月 12 日

特許権者東京都板橋区

発明者 阿部宣男(板橋区ホタル飼育施

設)

出願番号特願2002-014457

出願年月日 平成14年 l 月 23 日

2 )マルハナノTチ

ノ、ナパチで、日本に21種類ほどいる。在来

の詰物と共進化しており、生態系の要と

なるキーストーン生物である。トマト、ナ

ス、メロン、イチゴなどの受粉のため、 農

業で使用されている。

3 )ナノ銀

銀をナノ(十億分のー)の大きさまで小さ

くしたものである。金属の状態でもっと

も安定であり、酸化されても瞬時に還元

される性質がある。

4 )コモチカワツポ

ニュージーランド原産の巻貝。繁殖力が

非常に強く、 80年代後半に日本に入札東

北から九州、|まて・広がっている。自然河川

などで大繁殖し、著しく生態系を壊す。

5 )特許第41502074号

発明の名称「ホタルの発光パターン再現

システム及びその方法(バーチャルホタ

ルイ Jレミネーションシステム)J 

特許取得年月日 平成20年 7 月 4 日

特許権者東京都板橋区茨城大学

発明者安久正紘(茨城大学及び国立福

島高専名誉教授)，稲垣照美(茨城大学)，

阿部宣男(板橋区ホタル飼育施設)

出願番号特願2002-126269

出願年月日 平成14年 4 月 26 日

6) rホタルの光と人の感性について生物情

報に基づいた光音相互交換システムの開

発と福祉応用J 2005，感性工学会

7 )特願2006-299780

2006年(平成18年)11月に新たに在来種7

1レハナパチ類女王全てに適応する短縮休

眠技術に関する特許出願。

名称は「巴本在来種マルハナパチ類の繁

殖供給飼育方法」

S) 阿部宣男他 4 名:ホタルの光と人の感性

について一発光現象のゆらぎ特性一，日

本感性工学会研究論文集，第 3 巻 l 号(通

号 5 号) pp.35-44 , 2003 



編集後記

。 列島連日の猛暑日、熱中症にご用心。新聞の見出しゃテレビのニュースでは、毎日同様の言葉が語られ

ている。今日は二十四節気のひとつ、大暑である。夏の盛りをさし、これから次の節気の立秋までが暦の

上でも暑さのピークとなる。地域によっては、毎日体温を超える気温に包まれ、熱中症患者が急増してい

る。公園では帽子をかぶり、水分の補給はこまめに取るなど、くれぐれも熱中症対策を怠らないようお願

いしたい。

0 本号では、「都市のみどりと生きものj を特集した。本年は国際生物多様性年に当たり、 10月に名古屋で

は10回目の締約国会議いわゆるCOP10が開催される。これに合わせた特集であるが、「種の保存と外来生

物J r自然回復への取組み」といった特集も既に本誌第178号、 179号で取り上げたところであるので、都市

のみどりにおける生物多様性の保全や取組みについて絞った内容とした o

0 亀山先生には、総論として都市のみどりと生きものと題し、河川とゴルフ場の緑がいかに生物多様性の

高い生息空間であるかご指摘いただいた。

0 都立の動物園における野生生物保全センターでの、生物工学を応用した域外保全への取組みは、今後の

。 都立動物園のあり方を示唆し、大変興味深い内容である。
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0 一方、植物分野でも神代植物公園での植物多様性保全センターの立ち上げも画期的な計画であり、今後

本格的な植物園としての役割が期待される。

0 丘陵地公園の管理では、全ての管理業務の中に、生きものに配慮した視点、が滑り込んでいる、との花房

氏の指摘にあるように、他の公園管理にも広く普及していくことを願うところである。

0 須田先生には、都市公園の整備、屋上・壁面緑化等の様々な取組みが、激減した昆虫群の回復に成果を

上げているとの報告をいただき、都市の緑の役割を改めて認識した。

0 また、広大な皇居の森の管理では、天皇陛下のお考えに真撃に応えてこられた宮内庁の取組みについて

報告いただき、豊かな自然に魅せられると共に引続き保全への努力をお願いしたい。

0 生物多様性への取組みも行政計画の中に定着しつつある。国際生物多様性年を契機にさらに、組織体制

づくりや人材育成の強化へと発展していくことを期待する。(や)
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